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最 近 種 々な る疾 患 に つ い て,血 漿(血 清)蛋 白質 の研

究が廣汎に亙つて研究されて來たが,私 共 も結核症の血

漿蛋白質の研突をチセリウス装置を以て電氣泳動的に行
つて來たので,と の成績を報告 したいと思 う。

結核症は申すまでもなく感染症であるので,結核 症に

於て免疫或はアレルギーがその病態生理に於て重要な役

割を演 じていることは明ぞある。コツホ現象或は第 一次

結核症 と第二次結核症 どの間の病理解剖學的の相違等か

らも,結 核症に於そ廣い意味の免疫現象が存することは

衆知の事實である。併しながら體液性免疫即ち體液中の

免疫體の證明,た とえば補體結合反應,沈 降反應,凝 集

反應等 と結核の病像 との關係については明でないように

思われる。最近のMiddelbrook-Dubosの 赤血球凝集反

應は或る程度病像 との關係を示すように考えられるが,

尚今後の研究を要するものと思われる。

結核症以外の感染症に於ても體液中の免疫體 と病像或

は經過 との關係はこれまで多 くの研究業績があ為が,そ

の結果では凝集反應或は沈降反應等は必ず しもこれ等 と

密接な關係を示す ものとはいい難いとされている。

血漿蛋白分屑の研究がすすみ,免疫體が主と して γ-Gl

分屑に含まれていることが判明したので,結核症 の病像,

經過 と.血漿蛋白分屑の變動が如何なる關係にあるかは誠

に興味ある問題 と思われ,最 近2-3年 間この方面の多

くの研究成績が發表されて來ている。殊に最近の化學療

法劑の進歩によつて,極 めて慢性の經過をとつた結核症

が自覺的にも他覺的にも目に見えて輕快 し得るので,こ

の輕快にお もむ く際に血漿蛋白分屑の變動が如何なる推

移をたどるかが,私 共の研究の目的 となつ た次第であ

る。併 しなが ら結核症はその病像,經 過は個人によつて

異 り,又 化學療法劑に對する反應 も必ず しも同一ではな

いので,結 核症の血漿蛋白分屑像の變動に も個人差があ

るのは當然であるが,今 日までの研究の結果大體の傾向

を知 り得たと考えられるので,主 としてとれについて報

告 したい と思う。

1) 健 康人の血漿蛋白質

私共の處で健康人20例 について,總 蛋白濃度,各 蛋

白分屑濃度,A/Gを 電氣泳動研究會の規定に從つて測定

した結果は第1表 に示す通りである。

第1表 健 康 人(20例)

2) 肺結核症の輕重 と血漿蛋白質

肺 結 核 症44例 を,胸 部X線 所 見 が 主増 殖 性 で 一 般 臨

床 所 見 が 良 好 な も の を 輕 症 と し,混 合 型 で 病 巣 の 廣 さ が

米 國Natibnal Tuberculosis Associationの 分 類 に よ

るminimal及 びmoderately advancedの もの で 一 般

臨 床 所 見 が 中 等 度 に惡 い も の を 中 等 症 と し,混 合 型 で 病

巣 の 廣 さ がfar advancedに屬 す る もの,並 び に 主 滲 出

性 でmoderately advanced及 びfar advancedで あ つ

て一 般 臨 床 所 見 が惡 い もの を 重 症 と分 け て,血 漿 蛋 白質

測 定 の成 績 を 示 して あ る のが 第2表 で あ る。輕 症 例 で は

健 康 入 と餘 り著 しい 變 化 を 認 め 得 な い が,中 等 症,重 症

とな る につ れ て,Al減 少 し,總Gl増 加 し,そ の結 果

A/Gは 低 くな る。Gl分屑 の うち で は γ-Glの 増 加 が著

明 で あ る。

Vol. 1 No. 3 -9-



(150)

第2表 肺結 核 症病 型 別

3)肺 結核症の 血清蛋白質に及ぼす化學療法劑の影響

その1 PAS-SM併 用療法

肺結核症に化學療法劑を使用して,經 過を追つて治療

前,治 療中第1週,第3週,第5週,第9週,第13週 の

6回 血清蛋白質を測定して,如 何なる變動を示すかを檢

討 した。この場合化學療法劑の使用によつて,臨 床的に
効果が著明でないもので不變 と考えられるもの,及 び臨

床的に効果が著明であつて輕快と考えられるもの とに分

けて觀察した。

第1圖 はPAS-SMの併用 療によな つ て不 變 と考 え ら

れたもので あつて,Alは 減 少 したままで あ り,總Glは

増 加 した ま ま で あ り,A/Gも 低 下 した ま ま で あつ て,

γ-Glも 依 然 増 加 して い る。

第2圖はPAS-SMの 併 用 療 法に よつ て,軽 快と 考 え

ら れ た もの で あ つ て,Al増 加 し總Gl減 少 し,A/Gは

上 昇 し,γ-Glも 減 少を 示 して い る。 この傾 向 は推 計學

的 に 有 意 で あ る。

第1圖 肺結核症不變例 30例 平均

第2圖 肺結核症輕快例9例 平均

第3圖 肺結核症輕快後惡化例3例 平均

第3圖 は一且輕快後再び惡化した症例で,病像の輕快,

増惡に一致 して血清蛋白質 も變動する。輕快時にはAl

は増加 し,總Glは 減少し,増惡 時にはAlは 減少 し,

總G/lは 増加する。γ-Glも輕快時には減少 し,増 惡時
には再び増加を示して來る。
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第4圖 肺 結 核 症

(INAH治 療)不 變 例(7例 平 均)

第5圖 肺 結 核 症

(INAH治 療)輕 快 例(7例 平 均)

4) 肺結核症り血清蛋白質に及ぼす化學療法劑の影響

其の2INAH療 法

第4圖 は肺結核症をINAHで治 療して,不 變と考え

られる症例群の血清蛋白質 り變動の推移であつて,血 清

蛋白分屑像は増惡の橡を示したままである。

第5圖 はINAHに よつて輕快 した症例群(7例平 均)

の血清蛋白質の變動の推移である。この圖を見 ると先き

のPAS-SMの 併 用療 法 の 場 合 と異 つ て複雜 で あ る。 こ

れ は治 療 の對 象 となつ た肺 結 核 症 が非 常 に 重症 であ つた

こ と,INAHによ る治 療 効 果發 現 ま で の 日數が 症 例 に

よつ て異 つ て い る こ と,こ れ ま で の經驗 で にINAHの

單獨 療 法(1日 量pro kg 4mgの 投 與)はPAS-SMの

併 用療 法よ り治療 効 果 が 劣 る こ と,並 にINAHに對 す

る比 較 的速 か な抵 抗 性結 核 菌 の出 現 に よる治 療 効 果 の減

少 が關 係 が あ る と考 え られ る。 治 療後5週 まで の血 清 蛋

白像 を見る と,PAS-SMの 併 用 療法 に よ る輕 快 例 群 の

場 合 と同樣 にAlの増 加,Glの 減 少,A/Gの 上 昇,

γ-Glの 減 少 を認 め る が,そ の後 に 血源 蛋 白像 は漸决 増

惡 の像 を 示 して い る の で,こ れ はINAHに對 す る抵 抗

性 結核 菌 の 出現 に よる治 療 効 果 の減 少 と關 聯性 が あ る と

考 え られ る。

第6圖 はINAH1週2回PAS毎 日投與症例群(7例

平均)の 血清蛋白質の變動の推移である。この場合は臨

床症状の改善が認め られたのであるが,PAS-SM併 用

療法の際の輕快例群に認められると同樣な傾向が見られ

る。

5) 血漿蛋白分屑と赤沈値

肺 結 核 症 患 者57例 の 血漿 蛋 白分屑 と赤 沈 の常 用對數

との關 係 を 推 計 學 的 に 考 察 した 結 果 を 第3表 に 示 す 。 即

ち,赤 沈 値 とAlと は 負 の,總Glと は 正 の 相 關 關係 が あ

り,フ ィブ リノー ゲ ン,γ-Gl,α-Gl,β-Glと も夫 々正 の

相 關 關 係 が あ るが,總 蛋 白濃度 と の間 に は 相 關 が な い 。

第7圖,第8圖 は縦軸に蛋白濃度,横 軸に赤沈値をとり

赤沈値 と各蛋白分屑 との關係を圖示 したものである。

即ち,肺 結核症の病像 と赤沈値 と血漿蛋白質との間に

第6圖 肺 結 核症(INAHとPAS併 用)
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第3表 血漿蛋白質分屑と赤沈値 との相關係數並びに信頼限界及び回歸方程式

第7圖 赤 沈 値 と總蛋 白濃 度
Al及 び總Glの 回歸 直線

は密 接 な 關 係 が あつ て,赤 沈値 の亢 進 す る場 合 に はAl

は減 少 し,總Glは 増 加 し,A/Gは 低 下 し,Glの 中 の

ラ ィブ リ ノー ゲ ン と γ-Glの 増加 が 見 られ る 。

6) 血清蛋白質 と血清銅

感 染症 め場 合 に病 變 の増 惡 につ れ て血 清 銅 が増 加 し,

輕 快 と共 に減 少 す るこ とが 知 られ てい る。 從 つ て血 清 蛋

白質 の測 定 と併 行 して,血清 銅 量 をDiathyldithiocarbon-

ate法 に て光 電 比 色 計 に よつ て測 定 して,化 學 療 法 に よ

る 血清 蛋 白 分屑 の變 動 と血 清 銅 量 の 推 移 との關 係 を 觀 察

した 。

第8圖 赤 沈値 と α-Gl,β-Gl
Fib及 び γ-Clの 回歸 直 線

第9圖 は治療による輕快例群並に不變例群に分けて血

清銅量並びに赤沈値の推移を示すもので,血 清銅は輕快

するにつれで減少 じ,この關係はさ赤沈値め變動と平行關

係にあつて,輕 快例群に於て著 しい。第10圖 は不變例

群の血清銅量の推移乏血清蛋白分屑の推移 との關係を示

し,第11圖 は輕快例の血清銅量の推移 と血清蛋白分屑

の推移 との關係を示している。次に第12周 は 血清銅量

とAl,總Gl並 にA/Gと の關係を回歸直線にて圖示

し,第4表 は血清銅量 とAl,總Gl,A/G,α-Gl,β-Gl,
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第9圖 血清銅の消長及び赤沈値の變動

第10圖 血清銅量 と血清蛋白分屑の變動推移
肺 結核症(不 變例)

γ-Glと の相 關 係 數 並 に 回歸 方 程 式 を 示 し てい る。

この樣に血清銅は肺結核症の輕快に つれ て減少する

が,血 清銅量の變動の推移 と血清蛋白質の變動の推移 と

の間には,密 接な關係が見られるのである。

,7) 血 清 蛋 白質 と血 液像

第13圖 は不 變 例 に つ い て,A/Gと 血 液 像 と の關 係 を

第11圖 血清銅量 と血澤蛋 白分屑の變動推移

肺結核症(輕 快例)

第12圖 血 清銅 とAl,總Gl及 びA/G比 との 回歸 直線

示 し,第14圖 は輕 快 例 に つ い てA/Gと さ血液 像 との關 係

を示 して い る 。

淋巴球並に好酸球の變動の推移 とA/Gと の間には或

る程度關係 が ある樣 に見えるが,個 人差が大であるの

で,倫 例數を重ねて檢討 したいと思 う。

第4表 血清蛋白分屑 と血清銅 との相關關係

並びに回歸方程式
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第13圖 A/G比 と血液像の變動推移
肺結核症(不 變例群)

第14圖 A/G比 と血液像の變動推移
肺結核症(輕 快例群)

8) 亞 急性細菌性心内膜炎

以上の樣に肺結核症に於ける血漿(血 清)蛋 白質は疾

病の輕重並に輕快と共に一定の變動を示している。又赤

沈値 とか血清銅量の如 く疾病の活動性を示すものとの間

に一定の相關關係を認めることが出來る。

第15圖 のMachの 表で,私 共は肺結核症は亞急性細

菌性心内膜炎に近 くその左側に位するものではないかと

考える。そこで亞急性細菌性心内膜炎の血漿蛋白質の測

定 の結 果 を示 したい と思 う。

第15圖

第16圖 亞 急 性 心 内膜 炎

全 例(18例)平 均 の血 漿蛋 白分 屑 の變 動 推 移

第5表 は亞急性細菌性心内膜炎を輕症,中 等症,重 症

と病型別に分けてみたものである。ここで明瞭な事實は

第5表 亞急性心内膜炎 病型別
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第17圖 肺結 核 症(INAH治 療 不變 例 群)の

γ-Gl及 び γ1-Glの變 動 推 移

中等 症,重 症 で はAlが 減 少 し,Glは増 加 し,こ とに

γ-Glの 増 加 が 著 し く,A/Gは 低 下 してい る。 これ 等 の

症 例 の 治療 に よ る變 動 を 大 體1ヶ 月 間 隔 で 治療 前,治 療

中,治 療 後,治 療 後1ヶ 月 と測 定 して そ の推 移 を表 した

の が 第16圖 で あつ て,Al,A/Gは 次 第 に増 加 し,總Gl

が減 少す る が,總Glの 減 少 に は γ-Glが 主 役 を な して

い て,他 の分 屑 に は有 意 な變 動 が な い。 更 に亞 急性 細 菌

性 心 内膜 炎 を抗 生 物質 療 法 が著 効 を示 しだ もの と,著 効

が な かつ た もの とに分 け て觀 察 す る と,治 療 効 果 の著 明

で あ つ たも の で は 治療 に よつ てAl,A/Gは 増 加 しGl

就 中 γ-Glは 減 少 して來 て,こ の變 動 は推 計 學 的 に有 意

で あ る が,治 療 効 果 の 著 し くな か つ た もの で はAl,A/G

は僅 か しでか 増 加 しな い し,γ-Glは 減 少 の 傾 向 は あ るが

推 計 學 的 に は有 意 で は な い。

こ の樣 に亞 急 性 細 菌 性 心 内 膜 炎 に 於 て も肺 結 核 症 と同

樣 に輕 映 と共 にAlの 増 加,Glの 減 少 が 見 ち れ 從 つ て

A/Glは 上 昇 し,γ-Glは 減 少 を 示 す。

9) γ1-Glの 變 動 推 移

免 疫 體 と殊 に密 接 な關 係 が あ る といわ れ て い る γ1-Gl

を 測 定 して み た。 第17圖 はINAH治 療 の 際 の 不 變 例 群

の推 移 。 第18圖 は 輕快 例 群 の 推移 を 示 す もの で あ る 。

これに つ い ては 症 例 を 重 ね て更 に 檢 討 した い と思 う。

以上の成績を總括 して見る と,肺結核症が輕快する場

合にに 血漿(血 清)蛋 白像は一定の變動を示すものであ

る。即ち,減 少していたAlは 増加し,増 加 しで い た

第18圖 肺結 核 症(INAH治 療)輕 快 例群 の

r-Gl及 び γ1-Glの 變 動 推移

Glは 減少し,從 つてA/Gは 上昇 して共に正常値に近づ

く。このGl減 少の主體をなすものは γ-Glである。こ

れ等の變動は臨床症状のみならず,赤 沈値或は血清銅値

の變動 と相關がある。又 この 血漿(血 清)蛋 白像の變動

は非結核性疾患である亞急性細菌性心内膜炎が抗生物質

によつて輕快する場合に見 られる變動 と同じ傾向を示 し

ているのである。かかる血漿(血清)蛋白質の變動の推移

は,一 言にしていえば,疾 病の輕快につれて正常に復歸

せんとする傾向を示 している。疾病の輕快治癒 と共にす

べての症状が消失 して正常に復歸するのは當然である。

しかしながら感染症の治癒形式の一つ としてこれまで病

原體に對する免疫體の新生並に増加が考えられて來たの

である。免疫體の大部分を含む と解 されているγ-Glの

消長は勿論免疫體そのものの消長を意味するものではな

いが,疾 病の輕快につれて γ-Glの減少を來すとい う事

實を如何に解すべきであろうか。

感染症の成立には病原體の生體内侵入と増殖並に病原

體の發育増殖を阻止せんとする隼體側の關心との二つの

條件がある。從のて感染症の輕快治癒形式には ,侵入せ
る病原體の増殖を阻止せん とする方式,た とえば化學療

法劑による治療形式 と,生 體側の關心,反 應力を強めて

病原體の發育増殖を阻止せん とする方法がある。生體側
の關心,反 應は臨床的には種 々なる症状,た とえば發熱

であ り,咳嗽 であ り,喀痰 として現われるであろ う。も

し生體側の關心が減弱すればす くな くとも臨床症状の輕

快が考えられるのではなかろうか。血漿(血 清)蛋 白分
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屑 の測 定 の 結 果,γ-Glの 減 少 も生 體 側 の關 心 の減 弱 と

解 す る こ とが 出 來 は しな い か と思 わ れ る 。疾 病 が輕 快 し

た か ら,生 體 が病 原菌 の發 育 増 殖 を阻 止 す る關 心 が 少 く

な る の で,生 體 内 の變 動,た とえ ば 血漿(血 清)蛋 白像

が正 常 に復 歸 す る の で あ る とい う考 え方 も正 しい の で あ

る が,こ の よ うに 因 果 論 的 に考 え な い で,疾 病 の輕 快 と

は生 體 の關 心 の低 下 の状 態 と考 え て見 た い の で あ る。 今

日ま で の感 染症 に於 け る凝 集 反 應,沈 降 反 應 の研 究 と異

つ て,血 漿(血 清)蛋 白分 屑 の研 究 は生 體 内 の變 動 を大

づ か み に知 り得 る の で は な い か と考 え る。 殊 に最 近 の

Cortisoneは 感 染症 の起 因病 原體 の増 殖 に對 す る 生 體 の

關 心 を 低 下 させ る もの で はな い か と思 わ れ る。 感 染症 の

輕 快 形 式 … …治 癒 形 式 とは い い 難 い の で あ るが … … の一

つ と して(起 因)病 原 體 の増 殖 に 對 す る生 體 の關 心 の低

下が 考 え られ る の で は な いか と思 わ れ る。 免 疫 體 の大 部

分 を 包 含 して い る處 の γ-Glが 輕 快 と共 に 減 少 す る とい

うこ と もこ ん な風 に解釋 出來 るの で は な い か と考 え られ

る。 更 に 第15圖 のMachの 圖 は 感 染 症 に 對 す や化 學 療

法 劑 並 に,Cortisoneの 効 果 との關 係,生 體 の反 應 力,病

原體 の毒 力と の關 係 を してい る。 私 共 は肺 結 核 症 は遷 延

性 心 内 膜 炎 に近 く,そ の 左 側 に入 るべ き もの で は な い か

と考 え てい る。そ こで感 染症 の輕 快 形 式…… 治 癒 形 式と

は い い難 い の で あ る が … … め一 つ と して病 原 體 の増 殖 に

對 す る生 體 の關 心 の低 下 が 考 え られ るの で は な い か と思

つ で い る。 免 疫 體 の大 部 分 を 包 含 して い る處 の γ-Glが

輕 快 と共 に減 少 す る とい うこ とも,こ ん な 風 に 解 釋出 來

る の で は な い か と考 え られ る。
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